
２０２３年８月２７日 主日礼拝   
  

司  会   ①熊谷兄   ②遠藤兄   ③土屋英兄（中村姉） 

祈  祷  

奏  楽                                    

                                     

賛  美       聖歌３９１番「神はけがれたる世人のため」 
   （心に感謝をもちながら） （神の国と神の義を） 

主の祈り 

 

   聖  書  ①     ②                                                ヨハネによる福音書６章５～１４節  (P１４５)  

                                                                                       ③   ローマ人への手紙８章２６～３２節  (P２４３) 
 

音  楽           ベー･チェチョル氏 （①②④V） 

 

メッセージ   ①②    「わたしが命のパンである」 佐々木智行副牧師   

        ③      「あきれるほどの神の愛」  大川従道主任牧師   

   

賛  美                                                                                   「まもなく主イエスは」 （聖歌７３２番） 献金 

頌  栄                                                                               「シャローム（平安あれ！）」  アーメン 

                                                                   祝   祷                                                                        

 
 
 

【大和ニュース】     

☆本日は､アジアを代表する世界的福音歌手ベー・チェチョル氏をお迎えできて 

  大感謝です。お世話下さる輪嶋東太郎兄にも祝福を祈ります。 

・ 本日、責任役員会（１２：３０）､アブラハム会（１２：３０）､プレミアムクワイア（１２：４５）､ 

  J. PLUS礼拝（１４：００ 青年､学生､中高生）。第４礼拝の説教は舩山伝道師。 

 

・ 今週も祈祷会を大切に！水曜夜と木曜朝。説教は久保田副牧師。証詞は衞藤真理姉。 

・ ヌイヌイは木曜。土曜は楽しい会堂の掃除。聖歌隊の練習は森チャペル（１３：３０）。 

☆ご結婚おめでとうございます！桜井様と佐々木様。９月２日(土)１４：００ 泉チャペル 

* 渡辺崋山展にて戸田みどりさんの特別講演。「この時代に生きたキリスト者たち」 (８月３１日１３：３０ 相武台公民館) 

* 主日礼拝人数 ①８４人(２４２) ②２２２人(１８８) ➂    ２５４人(２７６) ➃１８人＝１２８４人 

       定例祈祷会 水曜６１人(１４８) 木曜１１１人(８０)＝４００人 ※( )内は YouTubeのライブ人数 
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石の枕  
  

 京セラの創業者、稲盛和夫氏は、私大川が注目して学んできた存在の一人 

である。「企業経営をしていく中で一番大事なのは、誰にも負けない努力をする 

ことです。また素晴らしい人生を生きるためにも、毎日真剣に働くことが第一 

条件です。このことを除いて経営の成功も人生の成功もあり得ないと思います。 

一生懸命に働くことを忌み嫌い少しでも楽をしようと思うならば、企業経営は 

もちろんのこと、素晴らしい人生を得ることもできません。」 

 自然界に生きているすべての動植物は必死に、一生懸命生きています。 

そういう現象を見ても毎日毎日を真剣に一生懸命に働くということが人間に 

とっても最低限必要なことではないかと思うのです。 

 ラケットハチドリという世界一小さな鳥がいる。この鳥の天敵はミツバチだが、 

この鳥は一日二千回蜜を吸わないと死んでしまう。またゾウの集団は水を求めて 

何十キロも先の水場まで歩いて行く。その途中で死んでしまうゾウもいる。 

百獣の王と言われるライオンでさえ、いつ何者に殺されるか分からないから 

自然界の生き物は皆、生きることに必死である。このような生命の実相を 

踏まえて、稲盛氏は言う。 

 「一生懸命に働く。誰にも負けない努力をするのは、この世に生きる者の 

当然の義務であり、この義務から逃れることはできないと私は思っています。」 

 誰にも負けない努力は副次的効果をもたらす、とも言う。そして最も重要 

なのは、一生懸命に働くことで魂が磨かれることだと強調している。 

 『致知』という月刊誌は、毎回このようなレベルの何かを発信し、読者を鼓舞 

して来た。大川は、この世界から多くを学び実践して来た。感謝している。 

 しかし聖書は、やはり「神の言」だ。何十倍もの大きくて深い教えと実践の 

ノウハウを教えてくれる。「まず神の国と神の義とを求めなさい。そうすれば、 

これらのものは、すべて添えて与えられるであろう。」（マタイ６：３３）。 

「わたしたちすべてのために、その御子(イエス様)をさえ惜しまず死に渡された方 

(全能の父なる神様)は、御子と一緒にすべてのものをわたしたちに賜らない 

はずがありましょうか。」（ローマ８：３２･新共同訳） *あなたには夢がある！ 

 

 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：Ⅰコリント８章～１２章 Bコース：詩篇１３２篇～箴言２章 


